
事　業　概　要 要求額 査定額 内容

京都歩こう会（仮称） 　京都の自然や文化と歴史に触れながら，京都の良さをゆっくりと堪能することができる
コースを設定し，京都歩こう会（仮称）を２日間にわたり開催し，心と体の健康づくりを
図る。
＜成果目標＞
　京都の魅力をアピールできるコースを設定することで，全国各地からの観光客誘致につ
ながるイベントとする。

3,000 3,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

京都会館再整備基本構
想策定及び耐震調査

　京都会館は，京都府内唯一の大規模ホールとして，多くの市民の支援を受けて昭和３５

年４月に開館し，質の高い文化芸術に触れられる市民のあこがれの場として，また，名高

い近代建築として，岡崎地域の文化ゾーンのシンボルとなる施設である。平成２２年度に

は開設５０周年という節目を迎え 平成２３年度には 京都府で開催される第２６回国民

38,000 38,000

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

は開設５０周年という節目を迎え，平成２３年度には，京都府で開催される第２６回国民

文化祭の主要会場となる予定で，京都の文化の殿堂として今なお重要な役割を果たしてい

る。しかし，一方で，施設の劣化・老朽化が進んでおり，加えて，近年の興行ニーズに対

応できない機能的な問題も生じている。

　京都会館が，興行ニーズに応えられる魅力ある施設として，また，京都市民の文化的財

産としてあり続けるためには，舞台の拡張や舞台設備の一新，トイレのユニバーサルデザ

イン化等の再整備が必要である。

＜成果目標＞

　将来にわたって市民に愛される施設とするため，改修内容の検討，耐震構造の確認や補

強方法の検討等を行い再整備基本構想として取りまとめるとともに，その内容を踏まえ

て，最適手法調査やネーミングライツ導入等の検討を行い，市民意見を十分に取り入れな

がら，京都会館の整備方針を固めていく。

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

新「京都市動物園構
想」の策定・推進

　「動物園大好き市民会議（仮称）」等での検討を踏まえ，新「京都市動物園構想」を策
定する。
　また，新「京都市動物園構想」に基づいた再整備を進めるに当たり，21年度は，新「お
とぎの国」整備のための基本設計等を行う。
＜成果目標＞
　新「おとぎの国」では，利用時間の延長等で混雑の緩和及び更なる利用者の受入が可能
になり，情操教育プログラムの充実や質の高いサービスが提供できる。また感染予防設備
を充実させることにより，安心して利用することができる。

18,000 18,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

京都国際映画祭の開催
準備

　映画発祥の地・京都の蓄積で，映画関係者と大学，企業等と連携し，平成22年度に国際

映画祭を開催するための企画検討と準備を行う。

　＜成果目標＞

　映画都市・京都と世界の交流や京都国際学生フィルムフェスティバルなど日本映画を含

む国際色豊かな映画祭を開催するため，外国文化センター，大学，ＮＰＯ等の関係者と連

携し，京都の蓄積している魅力を存分に発信できる企画を検討し，準備作業を進め，市民

への周知を図る広報活動を行う。

5,000 2,500

□要求どおり

■積算内容精査

■事業内容精査

五感で感じる和の文化
事業

　和の文化を五感で感じるための，文化・芸能の解説・体験や，その集大成としての公演
等を行う。
①解説付き，もしくは体験ができる講座
②総合的な伝統芸能の公演(京都創生座）

20,000 20,000

③茶会や香道等の体験
④造形芸術作品等の展示，発表など
＜成果目標＞
　京都の歴史と伝統を彩る伝統芸能をはじめ，それらを支える伝統文化(着物，工芸品，
楽器など)に，市民や観光客が気軽に鑑賞し，身近に触れ，体験できる機会を創出し，市
民の文化力を深め「京都力」を高めることを目的として実施するものである。さらには，
京都に集積する伝統文化・伝統芸能の継承，発展とともに，これらの魅力を国内外に発信
することを目指す。事業の実施に際しては，平成22年に開設10周年を迎える芸術センター
を積極的に活用し，その存在をアピールするとともに芸術センターに集まる若手層を取り
込む。

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

第26回国民文化祭・京
都２０１１開催準備

　平成23年度に京都府内で開催される国民文化祭の準備
（21年度の予定）
①国民文化祭京都市実行委員会の設置，運営　②本市主催事業に係る事業別企画委員会の
設置，運営　③本市主催事業に係る実施計画，開催要綱等の策定　④京都府，芸術団体，
出演団体，会場施設管理者等，関係機関との協議，連絡調整　⑤気運醸成事業　⑥広報活
動　⑦先催県視察
＜成果目標＞
　23年度開催に向けて，関係機関と引き続き調整を図るとともに，市で実施する事業の具
体的検討・企画を行い，市民への周知と気運醸成を図るためのシンポジウム等の開催や広
報活動を行う。

14,200 10,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

「祇園祭」ユネスコ無
形文化遺産登録記念事
業

　「京都祇園祭の山鉾行事」のユネスコの第1回無形文化遺産登録に向けて機運を高める

ため，講演会やフォーラム等を実施し，市民をはじめ世界に向けて祇園祭や無形文化遺産

に関する普及啓発を行う。

＜成果目標＞

　市民をはじめ外国の方にも祇園祭に関する知識や関心を高めてもらい，「京都祇園祭の

山鉾行事」の無形文化登録に向けて機運を高める。

7,930 6,500

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

市民活動・ＮＰＯ・ボ
ランティア活動環境整
備（プラットホーム）
事業

　市民活動・ＮＰＯ・ボランティア活動の推進に必要な環境を整備するための指針及び行

動計画を策定するとともに，２３年度のスモールオフィス１００箇所設置に向けた調査を

行う。

＜成果目標＞

2,000 2,000

■要求どおり

□積算内容精査成果目標

　整備指針「京都市市民活動・ＮＰＯ・ボランティア活動プラットホーム（仮称）」の策

定，「京都市市民活動・ＮＰＯ・ボランティア活動プラットホーム（仮称）」行動計画策

定

□積算内容精査

□事業内容精査

次期各区基本計画の策
定に向けた取組

　平成２０年度に各区で設置した住民円卓会議での議論を踏まえ，地域課題の解決に向け

た自主的な取組について，更に議論を深めるとともに，各区で区基本計画策定委員会を設

置し，次期計画の素案を作成する。

＜成果目標＞

・全区において，複数学区での住民円卓会議の開催

・全区において，区基本計画策定委員会を設置・開催し，次期計画の素案を作成する。

37,000 37,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

地域コミュニティの活
性化に向けた方策の調
査・検討

　地域コミュニティの活性化を推進するための必要な方策について，市民意見の把握に努

めるとともに，「地域コミュニティ活性化庁内プロジェクトチーム」及び「地域コミュニ

ティの活性化に関する懇話会」において検討する。

＜成果目標＞

　地域社会の連携を更に強化し，地域コミュニティ活性化を図る。

2,000 2,000
■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。



事　業　概　要 要求額 査定額 内容

文　化　市　民　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

査　定　結　果

戸籍事務電算化 　現在手作業で行っている戸籍事務を電算化することにより，戸籍届出から戸籍記載等ま
での一連の事務処理を効率的かつ正確に行うとともに，各区役所，支所をオンラインで結
合し，データを共有することにより，市内どこの区役所支所でも戸籍証明書の発行を行
う。
　これにより，戸籍事務の効率化，簡素化を図ることができるとともに，証明書の広域交
付の実施による市民サービスの向上が図られる。
　本事業においては，電子データ化する情報量が膨大であり，経費負担も大きいことか
ら，各区を6グループに分け，7箇年でのデータのセットアップに着手し，順次システムを
運用する予定である。
＜成果目標＞
　戸籍証明の広域交付による市民サービスの向上及び事務の効率化，簡素化及び正確性の
向上を図る。

92,500 86,000

■要求どおり

□積算内容精査

□事業内容精査

別途，雇用

対策事業特

別会計にお

いて，

6,500千円

予算計上

向 を図る。

上京区総合庁舎整備事
業

　上京区役所は，昭和12年の竣工から築71年が経過し，老朽化や狭隘化が著しい。また，

保健部が別庁舎となっており，駐車スペースも狭いことから，総合庁舎の早急な建設が課

題となっていた。平成17年4月には各学区の代表者の連名で要望が出される等，地元にお

いても新総合庁舎の整備が長年の要望となっていることから，現庁舎敷地での建替えを基

本として隣接敷地の先行買収を目指している。

　平成21年度は，総合庁舎整備に係る基本計画策定とPFI・DBM等の整備手法を含めた効率

的最適手法の調査を実施する。基本計画の策定に当たっては，その後の効率的最適手法調

査で必要となる法規制等の条件や，求められる環境性能，バリアフリー機能等を計画に盛

り込みながら，諸室面積や機能の基本的な仕様を定めていく。

　また，親しみやすく利用しやすい，地域活動活性化の拠点となる総合庁舎を整備するた

めに，市民参加のワークショップ等を実施し，その内容を基本計画に反映させていく。

　併せて，基本設計に先立って必要となる新庁舎建設予定地での地質調査を実施する。

＜成果目標＞

　総合庁舎整備に係る基本計画を策定し，併せて庁舎整備のための最適手法を検討する。

14,814 12,000

□要求どおり

■積算内容精査

□事業内容精査

※「予算要求の内容」欄の事業概要等は，査定を通じて変更していることがあります。査定後の事業概要等は，「京都市予算の概要」を参照してください。


